



















































































































































ワーについて、「A が B に本来しないようなこ
とをさせることができる程度まで、A は B に
対してパワーをもっている」というかたちで定
義しているが 48）、この記述では、「A が B に対


































































































































































































































































































































































































































































































































































論 構 築 の 視 野 に 入 れ て い た。Drucker と
Mintzberg の理論にもその傾向が明らかに存在
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